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１．会合名 公社債の店頭取引等に関するワーキング・グループ（第３回） 

２．日時 平成 26 年３月 25 日（火）午後３時 30 分～午後４時 30 分 

３．議案 １．新日銀ネット総合運転試験への対応について 

（１）新日銀ネット全面稼動開始に向けた総合運転試験の実施概要について 

（２）新日銀ネット第２段階稼動開始に向けた総合運転試験に関する検討事項について 

（３）今後の進め方について 

２．その他 

４．主な内容 １．新日銀ネット総合運転試験への対応について 

（１）新日銀ネット全面稼動開始に向けた総合運転試験の実施概要について 

日本銀行より、新日銀ネット全面稼動開始に向けた総合運転試験の実施概要について、

資料１に基づき説明が行われた。 

 

（主な意見） 

・ フェーズ１の中のフリーアクセスの位置づけがよく分からない。時期的にフェーズ２

より早い時期に設定されているが、フリーアクセスとフェーズ２の違いは何か。フリー

アクセスは、あくまでも、その時々の確認ということだと思うが、フェーズ２への関連

や影響はあるのか。（委員等） 

⇒ フェーズ２は、全面稼動開始後の市場慣行に沿って、取引・決済が円滑に行えるこ

とを実践的に確認いただくことを目的としている。フリーアクセスは、フェーズ２の

試験を円滑に進められるように、利用参加者間での取引・決済の機能確認をしていた

だく場として位置付けている。フリーアクセスについては、日本銀行よりシナリオを

お示しする予定はないが、特に日銀ネットでの決済件数の多い金融機関の方々には、

例えば、国債ＤＶＰ等の入力を試したうえでフェーズ２に進んでいただきたい。また、

フェーズ１のタイムスケジュールでは、午前中を日本銀行との取引、午後をフリーア

クセスの時間にあてている。午後のフリーアクセスの時間の中で皆様に新日銀ネット

の機能を自由に試していただき、確認いただきたい。（日本銀行） 

 

（２）新日銀ネット第２段階稼動開始に向けた総合運転試験に関する検討事項について 

  事務局より、新日銀ネット第２段階稼動開始に向けた総合運転試験に関する検討事項

について、資料２に基づき説明が行われた。 

 

（３）今後の進め方について 

  主査より、今後の進め方について、以下の説明が行われた。 

・ 次回ワーキングでは、まずは、参加者の範囲、回数について、結論を得たいと考えて

いる。その上で、資料３の「新日銀ネット全面稼働開始に向けた総合運転試験の概要」

において、参加者の範囲、回数等を明示し、５月を目途にお知らせしたいと考えている。 



２ 

 

・ また、テストシナリオの企画・作成にあたっての今後の検討については、本ワーキン

グを開催し、これだけ多くの皆様に頻繁にお集まりいただくことは容易ではないと考え

ている。そこで、テストシナリオの検討については、総合運転試験の実施に関し、特に

強い御関心、御意見をお持ちの皆様にお集まりいただき、個別検討会という形で検討を

進めてはどうかと考えている。この点については、次回ワーキングにおいて改めてご相

談させていただきたい。 

 

２．その他 

事務局より、今後の本ワーキングの予定について説明が行われ、本ワーキング終了後、

資料２の内容についてアンケートを行うこととした。 

 

 以 上  

５．その他 ※本議事要旨は暫定版であり、今後、内容が一部変更される可能性があります。 

６．本件に関

する問い

合わせ先 

公社債・金融商品部（０３－３６６７－８４５６） 

 


